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を W，:;:< 2 GeV の領域でよく説明できることがわかった。
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論文審査の結果の要旨
核子共鳴のクオーク模型をもとに非共鳴過程を含む反応理論により核子共鳴の構造を研究する方法を提案した。こ
の方法の有効性を示すために、パイ中間子一核子散乱の 811 部分波振幅の解析に応用した。その結果クオーク問力の
フレイパー構造に対する示唆を与え、その重要性を示した。よって、博士(理学)の学位論文として十分価値あるも
のと認める。
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